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研究成果の概要（和文）：本研究では、文化背景の異なる者との国際文化コミュニケーションの場面において、ウェブ
遠隔会議システムなどのＩＣＴを用いてどのように国際教育に生かすことができるのか、そしてそのより良いメソッド
（教育方法）について解明することを目的とし、さまざまな国の学生をスカイプでつなぎ、英語でのコミュニケーショ
ンをとるという作業を隔週で８回から１０回にわたり行った。教師が参加学生らの間と取り持ち、２タイプの指示（オ
ープンエンドな、学生らの自由な発話を求めるものと、明確な指示を随時与えて、参加者らの発言のタイミングなどを
ある程度コントロールするもの）を行った。資料は会話分析、エスノメソドロジーの視点から考察した。

研究成果の概要（英文）：The key general purpose of the study was to investigate how students can be afford
ed opprotunities to cultivate "global competence" or "intercultural skills" when engaging in English langu
age interactions. In practical terms the study examined the utility of ICT to promote such competence or s
kills, and to explore how different forms of teaching practice might impede or promote learning when under
taken using ICT. 
 Regular Skype group video meetings were conducted with groups of three to four student participants locat
ed in different countries. Sessions were conducted weekly or biweekly, and groups met between four and eig
ht times over the course of a 15 week semester. 

研究分野：
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 

本調査は、日本における国際化アクションの
中核をなす、教育改革、特に国際交流、学生
モビリティを促進する教育活動に関する調
査が喫緊の課題であるという昨今の潮流を
鑑み、企画立案がなされた。 
 具体的には、どのような教育介入が、国際
コミュニケーションスキルを養成する上で
効果的であり、また多様な文化背景を持つ者
が参集し学習を行うという環境において学
生たちに必要なコンピテンスとはどのよう
なものであるのか、その実態を実践的な研究
方法を用いて調査しようとするのが本研究
である。  
 国際コミュニケーションスキル、または異
文化コミュニケーション能力は、多文化実践
の中で巧みに交渉ができ、展開するディスカ
ッションにしっかりと貢献できる能力であ
る、との定義がある（Sako 2007; van Hook 
2011 他). 昨今のグローバル化する社会にお
いて、このような能力は非常に重要視される。
学部生、大学院生を問わず、このスキルの養
成を盛り大学教育カリキュラムを構築する
ことは、これからの大学の生き残りにもかか
わる重要な案件となっていく、と言っていい
だろう。ただ安易に多文化背景を持つ者が多
く混在するだけでは、優れた異文化コミュニ
ケーション能力が自然と派生することを期
待することはできない。しっかりとした気づ
きの下、またスキル養成を視野にいれた教育
介入がなされた上で初めて摩擦が生じるこ
となく、またむしろ異なりをアドバンテージ
として活躍できる人材の育成が可能になる。 
 日本の現状として、このようなコミュニケ
ーション能力の養成には欠かせないであろ
う海外での留学体験や研修などが、多くの日
本人学生にとっては困難であるという現実
がある。就職活動の時期が固定されているな
ど、経団連の尽力などもなされてはいるもの
の、日本社会文化ならではの不安材料が、学
生にとっても保護者にとっても長期間留学
をさせるということをためらう原因となっ
ている Institute of International Education 
2010).  
 文法や語彙など、自国において習得できる
要素に対して、異文化間のインタラクション
の中でしか鍛錬ができないコンピテンスに
ついては、多くの場合国内でのみ修学する学
生については著しく能力が低いという報告
がある（日本基金 2009）。これらを踏まえる
と、国内においてもコミュニケーション能力
を養成できる教育介入がもし開発できれば、
たとえそれが萌芽的な効果であったとして
も十分に導入の価値があるものとなると言
える。 
異文化間コミュニケーション能力を育成す
る上で、実際の相互行為の中での訓練が重要
であることは、先行研究の中でも強調されて
いることである。 

９０年代後半から、自己モニタリング力(Ban 
2005)や異文化間の相違や言語能力の違いに
繊細に対応するには、相互行為においてさま
ざまな談話戦略（communication strategies）
を使用しなければならないことなどが指摘
されている (e.g., Tsuda 1994; Fujio 2009; 
Firth, 1996).  
日本で目下展開している「国際化」の潮流

は、さまざまな高等教育機関において交換留
学の機会の増加などを見ていると尽力がな
されているが、これらの大学組織の試みが直
接的に学生の異文化間コミュニケーション
能力の向上につながっているとは必ずしも
言えない。外国語教育の研究分野でも、「異
文化コミュニケーション」に特化した教育科
目の設置の必要性を主張する声が高まって
い る (e.g., Bennett 2008; Tasaki 2003; 
Sonoda, Okumura & Nakamura 2008). 本
研究は、このような日本の現況を踏まえた調
査となっている。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の定性的調査は ICT を用いたビデオ
会議を応用し、日本の学生と世界中の学生ら
の交流の場を創り上げ、その相互行為の様子
を会話分析、エスノメソドロジー、マルチモ
ーダル分析といった手法にて分析を行った
ものである。日本の参加者にとっても、海外
の参加者にとっても、自国を離れることなく
このような機会を設定することができるの
が、ICTを活用するメリットであるといえる。 
 ビデオ会議での会話は英語でのやり取り
として展開した。日本人学生らにとっては、
外国語における会話であることも、本調査の
背景にある大学の国際化アクションの趣旨
を鑑みると重要な機会の提供であると考え
ている。同期型の英語を用いた、現実に展開
するコミュニケーションに参加する機会を
増やすことで、語学力の必要性、そして学習
の必要性を日本人学生らが感じることも効
果の一部として期待できる。 
 
３．研究の方法 
本研究では、スカイプを用いたビデオ会議が 
３名から４名の参加者ごとに、定期的に設定
され、会話を録画・録音することで談話資料
の収集がなされた。それぞれの参加者は異な
る国から参加をしており（例,１名はイギリ
スから、もう一名はオーストラリアなど）、
約 30 分間のセッションが 2 週間に一度程度
の頻度でセッティングされた。15 週間のセメ
スター期間の中で、8回から 10 回程度のセッ
ションにおいて、同じ参加者がビデオ会議に
参加した。  
各セッションには、学生の参加者らととも

に、調査者がインストラクターとして参加し、
２タイプの教育介入のスタイルを応用し交
流の促進させるという試みを行った。  
 １回のセッションは、まず 1) 参加者らを



打ち解けさせる簡単な質問を行い、2)質問、
意見交換を行い、3)インストラクターが提供
する「タスク」または「活動」を行う、とい
う流れで進んだ。「質問」は、それぞれの参
加者が一人ずつ回答を発言するという形で
行い、「意見交換」はそれぞれが互いの意見
を聞きながら、会議参加者全体に回答を提供
する、という形で行われた。「タスク」は会
議参加者をグループとして捉え、全員がチー
ムとして取り組む活動であり、「アクティビ
ティ」ではグループがチームである問題につ
いて問題解決方法を考える、といった交渉作
業がかかわる活動である。 
 本調査における談話資料は、約 20 時間分
の録画されたスカイプ会議資料である。この
中には、20 名の参加者（男性６名、女性１４
名）、１８歳から２８歳（平均年齢２１歳）
の範囲に分布されている。各グループは平均
８回のセッションを継続して行い、それぞれ
のグループには必ず１名の日本人学生が参
加した。参加者の内 16 名は学部生で、4名は
大学院生であった。参加者の母語はさまざま
であり、地理的にも７各国の出身の者がこの
調査に参加してくれた。文化的な背景だけを
取っても、多様性を読み取ることができる 
(e.g., Japanese, Danish, Italian, Thai, 
Spanish, Australian, Indian, Russian, 
Swedish, Korean). 
本調査ではビデオ会議セッションが終了

した際に、参加者らがオンライン上でそれぞ
れの反芻や感想を述べるサーベイ調査もフ
ォローアップとして行った。５段階の Likert 
scale を用いた質問と、自由回答を求める質
問がそれぞれ盛り込まれたサーベイである。 
なお、本研究は、大阪大学大学院人間科学研
究科の倫理承認を得ている (No. 24022).参
加者は調査参加の際に、参加同意書に署名し、
個人情報などの扱いについても十分に状況
を理解した上で参加している。  
 
４．研究成果 
 本節では、同期型ビデオ会議 における参
加者の相互行為を、発話交代、話者選択、修
正要求と遂行といった項目について会話分
析およびエスノメソドロジーの視点から分
析の一部を紹介していくことにする。 
 
4-1. 直接的な教育的指示 
本研究の考察の第一に、直接的な教育的指示
を与えるやり方の方が、参加者らにとっては、
有効かつ活性化した会話交流が展開できる
ということが明らかになった。従来のコミュ
ニカティブアプローチを主流とする教授方
法においては、このような教師の非直接的な
関与が奨励され、学習者同志の自発的な対話
が芽生えることがよいとされてきているが、
この手法は主に対面教室授業の場合を前提
にしている。オンライン上の交流の場となる
と、どのシーケンスにてどのようなタスクが
展開するべきであるのか、明確な指示をする

者がペースを作ったほうが、全体として発話
権の交代や、協働（collaborative work）が
促進された。これは、本調査のように、参加
者の文化的背景が多様に異なるという点か
らも、全体を統括するファシリテーションの
機能として、明示的な指示がなされることが
よい効果をもたらしたのだろう。断片１にお
いて、その様子を一部紹介する。  
 
 
断片１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4-2. 同期型ビデオ会議における知識状態 
本実験の設定に参加した学生らは、それぞれ
の与えられたタスクを達成する上で、ビデオ
会議であるということで多角面において自
身の知識状態(epistemic constraints)があ
ることを察知し、通常の対話では行わないよ
うな多彩な身体行動をリソースとして代替
していた。以下の断片では、顔の表情を変化
させることで、発話権限を主体的にもってい
ない時（他者が話をしている時）にも、それ
ぞれがどのような知識状態にいるか、を表示
し、会話の参加者としての役割を成立させて
いる。 
顔の表情以外にも、視線、ジェスチャー、

そして体の位置など、さまざまな身体行動は
使用されていることがわかる。例えば、断片
２の男性の参加者は自身の体幹をすべて画
面に見せた形で参加をしているのに比べ、一
番左の女性は画面にもっとも近い場所に頭
を位置し、画面をのぞき込むような状態で参
加をしている。このような身体の位置の変化
も、それぞれが今どのような知識状態であり、
相互行為の中でどのような役割を担ってい
るか、を互いにわかるように表示していると
いうことが観察できる。 
 
 
 
 



断片 2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上記例では、５名の参加者の内、上部 2 名
（“Chi” and “Mar”) が「思考中」とい
う様子を、視線を画面から外して上を見たり、
頭を傾げたりといった動作を応用すること
で示している。この動作は、1-2 行目の「質
問」が提示されたのを受けて行われているこ
とからも、質問を受け取り、反応をするまで
の過程であること、を示す行動であると理解
できる。約 9秒間の待ち時間ともなる沈黙の
間、インストラクター(“Don”)は画面カメ
ラから視線をそらし、体幹の位置は画面に向
きながらも発言を次に行うことはないこと
（つまり他の参加者が次の発話権を取るべ
きであること）をわかりやすく示している。 
参加者らのこれらの身体行動の表示は、質問
者であるインストラクターに回答を思考中
であること、を示す機能があるのだけではな
く、複数の参加者が同時に質問を受け、次に
発話を行う（発話権交代）者を互いに交渉し
なければならないという状況においても効

果的かつ必然的な反応であるといえる。以上、
2 つの断片について簡略な考察ポイントをこ
こで提示したが、詳細な分析の考察について
は、今後投稿を予定している論文において改
めて発表をしていくこととしたい。 
 
4-4. タスク終了後のサーベイ調査 
本調査においては、フォローアップのサーベ
イは中核をなす調査データとして捉えては
いないが、活動に参加した学生たちから、ポ
スト・タスクサーベイの回答を回収し、分析
を行ったところ、以下のような結果を得るこ
とができた。多くの参加者が、ビデオ会議で
あることで、会話に参加しやすいと感じたと
述べており、このような国際交流の機会があ
ることを概ね肯定的に捉えていることがわ
かる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１タスク終了後のサーベイ結果 
 
5.まとめ 
異文化間のインタラクションであるという
性質から、ビデオデータの分析を行う上で頻
繁に観察されたのは、それぞれの参加者が行
う自身のアイデンティティの強調や主張な
どの行為であった（詳細は稿を改めて発表し
たいと考えている）。「日本人は～」「イギリ
スでは～」など、自国や自国の民族を代表す
るような言い回しが、インストラクターの指
示があるでもなく参加者自身から自発的に
なされた。このようなアイデンティティ構築
の過程がどのようになされるのか、そして
ICT を介した会話であることがどのような影
響となって表れているのかを今後も分析を
進めていきたいと考えている。  
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